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医療型障害児入所施設等に係る病床整備計画について 

 

１ 概 要 
 

病 床 

種 別 
区分 

病床を整備しようと 

する施設 

①名称 ②所在地 

③開設者 

整 備 

病床数 
内 訳 

療養病床 
及  び 
一般病床 

病院 

①名古屋市重症心身 
障害児者施設（仮称） 
②名古屋市北区平手

町 1-1 
③名古屋市 

90床 

  現状 計画 計 

病
床
種
別 

一般 0 90 90

計 0 90 90

（参考）当医療圏の「療養病床及び一般病床」に係る病床数 20,326床（平成 24年 9月 30日現在） 
（基準病床数 15,388床） 

２ 審査基準等の対応状況 

規程 基      準 対応状況 適否 

愛
知
県
病
院
開
設
等
許
可
事
務
取
扱
要
領 

第
４ 

①工事を必要とする場合、原則として許可後１年

以内に確実に着工できる見込みがあること。なお、

特に、資金計画において無理がない計画であるこ

とを確認すること。 

平成 25年 12月着工予定 
工事に係る必要経費は、名古屋

市の平成 25、26 年度予算に計
上予定。 

適 

②開設許可病床に対する病床利用率が原則として

80％以上であること。 
医療型障害児入所施設等に係

る病床のため、該当なし。 
― 

③医師、歯科医師及び看護師について医療法の標

準数を満たしており、かつ、増床に対応して確実

に充足する見込みがあること。  
（医師 5.375人 看護師 30人 薬剤師 2人） 

医師 6人、看護師 52人、薬剤
師 2人配置予定。 
名古屋市が医療機関や大学、養成学校、

関係団体等との調整に協力し、必要数を

確保予定。 

適 

④計画者が既に病院等を開設している場合は、直

近の医療監視員による立ち入り検査において指摘

された不適合事項が改善されていること。 

平成 23 年度の立ち入り検査に
て不適合事項なし。 
（開設者が名古屋市の 6病院）

適 

資料１ 
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規程 基      準 対応状況 適否 

愛
知
県
病
院
開
設
等
許
可
事
務
取
扱
要
領 
第
５ 

児
童
福
祉
施
設
の
設
備
運
営
に
関
す
る
基
準
（
主
な
も
の
） 

設備 

医療法に規定する病院設備のほか、訓練室及び

浴室を設けること。 

設計段階において、

基準を満たしてい

る。 

適 

職員 

医療法に規定する病院職員のほか、以下の職員

を置くこと。 
児童指導員          1人以上 
保育士            1人以上 
児童発達支援管理者      1人以上 
理学療法士又は作業療法士   1人以上 
心理指導を担当する職員    1人以上 

児童指導員、保育士、

児童発達支援管理

者、理学療法士又は

作業療法士、心理指

導を担当する職員各

1人以上配置予定。

名古屋市が養成学校、関係

団体等との調整、市の広報

による募集などの協力を

し、必要数を確保予定。 

施設長

及び医

師 

施設長及び医師は、内科、精神科、神経と組み

合わせた名称を診療科名とする診療科、小児

科、外科、整形外科またはリハビリテーション

科の診療に相当する経験を有する医師である

こと。 

左に記載の経験を有

する医師配置予定。

名古屋市が医療機関や大

学、養成学校、関係団体等

との調整に協力し、必要数

を確保予定。 

障
害
者
自
立
支
援
法
に
基
づ
く
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
の

設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
（
主
な
も
の
） 

規模 
20 人以上の人員を利用させることができる規
模を有すること。 

設計段階において、

基準を満たしてい

る。 

適 

設備 
医療法に規定される病院設備のほか、多目的

室、その他運営上必要な設備を設けること。 

職員 

医師、看護職員のほか、以下の職員を置くこと。 
生活支援員 15人 
サービス管理責任者 1人以上 

生活支援員 15人、サ

ービス管理責任者 1

人以上配置予定。 

 
名古屋市が養成学校、関係

団体等との調整、市の広報

による募集などの協力を

し、必要数を確保予定。 

管理者 管理者は医師であること。 医師を配置予定。 
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（別添） 
 

名古屋市重症心身障害児者施設（仮称）の増床計画について 
 
１ 病床整備予定施設 

開設者 名古屋市 
施設名 名古屋市重症心身障害児者施設（仮称） 

所在地 名古屋市北区平手町１丁目１番地 
  ※愛知県地域医療再生計画（平成 21年 12月策定）において、尾張地域

における重心病床 1施設 90床の整備が位置付けられている。 
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）定    員  90 人（児 30 人・者 60 人） 
           短期入所 10 人含む（空床利用） 
 

（２）構    造  鉄筋コンクリート造 3階建 

           延床面積 約 6,300 ㎡（駐車場等除く） 
 
（３）設置運営主体  公設民営（指定管理者制度を導入予定） 

立体駐車場

陽子線治療センター

西部医療センター 

志 

賀 

公 

園 

 

N

重症心身障害児者施設

クオリティライフ２１城北（北区平手町 1丁目 1番地）位置図 
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２ 病床増床等の理由 

  名古屋市では、約 1,000人の重症心身障害児者の方々が生活されている。
こうした方々は、24時間 365日の濃密な介護が必要である一方で、介護す
る家族の高齢化や肉体的・精神的負担感の高まりなどから、将来について

不安を感じているとの声も多く寄せられている。 
  こうした状況を踏まえ、名古屋市では、様々な在宅支援策も充実させな
がら、重症心身障害児者の方々を社会全体で支援していく一つの拠点とし
て、重症心身障害児者施設を整備する。 

 

重症心身障害児者施設とは 

 障害の中で最も重度である重症心身障害児者（重度の知的障害と重度の肢体
不自由が重複する児者）が安心して生活できるよう、医療ケアや専門的療育を
提供する入所施設。 
 近年、既存の施設への入所が満床につき困難な状況となっており、在宅介護
する家族の高齢化などもあり、新しい施設が求められている。 
 
 

 
                               （名古屋市調べ） 
 

３ スケジュール 

  平成 23年～24年度      設計 
  平成 25年度          工事着工、指定管理者の選定 
  平成 26年度          工事完了、開設準備 

平成 27年 5月               使用開始予定 
  

17年 18年 19年 20年 21年 22年 23年 24年

在宅 610 645 664 690 696 700 695 705

施設 235 239 237 236 240 257 269 299

0

200

400

600

800

1000

在宅

施設

合計 
845人 

約 1.2倍（＋159名） 
合計 
1004人 

施設は満床につき、一定数を推移している 
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４ 施設の機能 
 

重症心身障害児者施策の充実
～生命が守られ、発達が保障され、豊かな人生が過ごせる社会の実現～

在宅

グループホーム・
ケアホーム

遠方施設

重心受入可能な
事業所

生活

支援

在宅

支援

・在宅復帰支援

・家族支援

・地域移行の推進

・事業者向け研修

重症心身障害児者

病状悪化等で高度

医療が必要な場合等

・有期限利用等

定員90名
（短期入所10名含む）

地域

連携

重症心身障害児者施設

入所

NICU（新生児集中治療室）
・小児病棟

名古屋市立西部

医療センター

入所

 
 

 

機 能 主 な 内 容 

生活支援 

＜日中と居住の場がある開放的な施設＞ 

①重症心身障害児者の特性に応じた医療・療育支援を行う施設機能  

②プライバシーに配慮し、利用者本位の生活の場としての施設機能  

③在宅復帰を目指す施設機能  

在宅支援 

＜親子・事業者をつなぐ施設＞ 

①短期入所により一時受け入れを行う施設機能  

②家族への支援（家族宿泊・研修など）を行う施設機能  

③在宅支援事業者への支援（研修など）を行う施設機能  

地域連携 

＜立地条件を活かした施設＞ 

①地域社会と交流を行う施設機能  

②クオリティライフ２１城北（西部医療センター等）の立地条件を 

活用した施設機能 

③福祉・医療・保健などの各分野との連携を行う施設機能  


